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第２四半期業績予想値と実績値との差異に関するお知らせ 

 
 当社は、平成 26 年７月 31 日に公表した第２四半期業績予想値と実績値との差異が発生しましたの

で、以下お知らせいたします。 

 
記 

 

平成 27 年３月期第２四半期（累計）連結業績予想値と実績値との差異 
（平成 26 年４月１日～平成 26 年９月 30 日） 
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純損益 
１株当たり

当期純損益

 
前回発表予想（Ａ） 

百万円

144,000

百万円

10,000

百万円

7,500

百万円 

6,000 

円 銭

17.25

実績（Ｂ） 143,880 10,590 8,284 △80,504 △231.40

差異（Ｂ－Ａ） △120 590 784 △86,504 －

増減率（％） △0.1 5.9 10.5 － －

（ご参考）前期実績 
（平成 26 年３月期 
第２四半期） 

135,034 7,811 6,094 4,518 12.99

 

差異の理由 
 第２四半期（累計）連結業績の実績値につきましては、売上高は、予想通りとなりました。 
 営業利益は、セメントの販売数量減少はありましたが、半導体関連製品が堅調に推移したこと、

医薬品原薬の販売好調等により、予想を上回りました。 
 経常利益は、上記理由により、予想を上回りました。 
当期純損益は、Tokuyama Malaysia Sdn. Bhd.の製造設備の減損損失の計上等により、予想より大幅

に悪化し、純損失となりました。 
 

以上 


